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ヒンデ ィー語図書 出版 の現況

一 ヒンディー語出版界の特色 一

ダ ヤ ー ナ ン ド 。ヴ ア ル マ ー

ある雜誌編集者 と話した際,ヒ ンディー語による出版物の評判に話題が及んだことがあつた.

こ の編集者曰 く,20万 部 に も上 るほど版 を重ねてhる よ うな本が一般大衆の読書態度を穢 してい

る.す べか らくこの種の本を取締 るべ きだ.

こ れに対 して私は.人 を犯罪に駆 りたてた り道義の頽廃を助長す るよ うな ものであれば取締 り

の対象 とされ るべ きだが,そ の根拠を本の中味 では な く発行部数にする とい うのな ら納得 しかねる

と言 つたのだつた.

発行部数 を取締 りの根拠にす る理由を この編集者は こう述べた.「 こ うした本 は大 々的な宣伝

機関に乗 つて大衆を圧倒 してゆ くものだから高 尚な文学が抑 えつけられて しまう.こ の ような(低

俗 な本)が 出なければ,純 文学作 品が 日の目を 見る機会に もつと恵 まれるはずである.」

しからば,rア クバル 。ピー/Lバ ル.ヴ ・,/一 ド』',rア ー ル・一 』2rサ ー ランガー ・

サ ダーヴ リジ』3,『r一 ター 。マイナー 』4『 ナナデ イー 。ボー ジャイヤー 』5な ど農村に愛読

者 を持つ書物をど う考え るおつ もりか.こ れらはいずれ もその売上げ部数は毎年数十万冊に も上 る

のであ りますそ.

編 集者には この事実は信 じられない様子だつた.

出版業界のあらゆる部門の内部事情に精通 していなければ どこかの機関の大量購入図書の 目録

(BulkPurcha,ss)に 掲載 もされず,ま た新聞 。雑誌 等で宣伝広告 されないに もかかわらず年間数

十万 部 も売れる本があるという実情をだれ も信 じる気 にはなれまい.

民間伝承文学及び大衆文学の重要性を無視 しては純文学のそれは語れな仏.高 級な文学の読者

も作家 も民間伝承 の文学を拠 り所に してそれぞれの今 日に到達 し得 たのである.

幼 少の頃祖母や母親の話 して くれる数 々の物語に誰 しも心を躍 らせ るものであるが,こ れをき

つかけに文学の世界に足を踏み入れ る人たちの中には 『ソー ラテ ィー 。ブラジヤーバール 』 とか

『シンハーサン。バ ツテ ィーシー 』7と かの世界に とどまつて生涯 を過 ごす もの もいる.ま た中に

は三 文小説や大衆雑誌 をもつて終着点 とする人たち もいる.そ して一段 と知識欲 に燃える人たちは

これらの通俗 的な作品をしば しの足休めの場 と見な して深い思索へ とい ざな う作品に まで歩を進め

るのである.

文 学,す なわち真の文学 の読者 と称せ られ る高級な文学の数少ない読者は,民 間伝承文学,あ

1



るいは,表 層の文学の読者 と言わ れる幅広い読者層の中から濾漉 されて現われる ものである.そ の

根底をなす読者層 が軽視 されるとなると筆者の脳裡には プーナとナーグプルで開催された会合での

講演が思い起こされ ることになる.

全 イン ドヒンデ ィー繊版社連盟8の プーナ大会 の席上.R。M・ シンデー氏9は こう語 った.

「ヒンデ ィー語普及に力のあった ヒンデ ィー語普及 団体に御礼の言葉を申 し上 げたいのであ ります.

ユ0
なん とい う団体か と申 しますれば 「ヒンディー語映画」 とい うわけであ ります.」 また,ナ ー グ

11 の席上
,ブ イジー とかモー リシヤス等の国 々に住むイン ド系の代プルでの世界 ヒンデ ィー語大会

ユ2表た ちは
,そ れ ぞれの国での ヒンデ ィー語の普及には 『ラーマーヤナ 』 とか 『ハ ヌマー ン。チヤ

ー リーサー 』13
,あ る いはボージプ リー民謡14に 負 うところが大であることを繰 り返 し述べたので

あ つた.

民 衆嗜好を洗練す るとい う名 目で民衆 の嗜好する文学を蔑視するような文学者たちは恰 もピラ

ミツ ドの巨大な基底部を無用の長物 と見な しながらその尖 つたて つぺんを保存で きるもの と考えて

いるよ うな ものであ る.

ヒンディー語で書かれた本は売れないとか,ヒ ンデ ィー語を話す人たちは読書の関心が低い と

か泣 き言をい う人たちがいるが,筆 者はど うもこの意 見には賛成 しかねる.ヒ ンデ ィー語を話す人

た ちが爵物 を求める気持は どの国の人た ちにもどの地方 の入たちに も劣 つていない.ど の程度 の知

的水準の人が多いかによつてそれぞれの地域 で所望 される書物の程度が決 まつて くるわけ である.

八 割の人たちが農村に住 んでいるのは何 ともし難いのだ.現 代科学に縁のない農 民は,民 間伝承に

愛着を もつてい る.そ れらは昔話や伝説 詩あるいは ノータンキー劇 梅 ワールテ ィク16と い つた

色々な形態で伝え られて きている.

農村に住む人たち程度の知的水準の都会 の人たちも知識は比較的豊富である.従 つて伝統的な

ユ7 ユ8
の よ うむ恋愛譚や伝奇小説の登場人とか 『ハーテイームターイー 』『ヒール 。ラーンジヤー 』

物を近代的な道具だての もとc2て 楽 しんでいる.伝u小 説や推理小説が一一般受けナ る秘密は ここ

にあるのである.こ れらの中には韻来不畠来 もあるが,数 十万部 もの版を重ねるような本 なら間違

いな く母親が娘の前でまた父親が息子の前で広げて読んで も恥ずかし くないよ うな小 説である.表

紙 に さらにカバーをつけて読 まなけれはならないような作晶はど うして も大量に出ることは ない.

大 衆文学の範畴 に入 る著作の版権は著者 もしくは出版者が握 つているのでそ の売上げ部数を調

べ るのは難 しい ことではない.民 間伝承文学は概 して版権には関係がないので,一 般に親 しまれて

い るものはいくつ もの出版社か ら出版 されてNる.し か しその売上げの総 部数 を調べるのは比較 的

困難 である.そ れらの推定売上げ部数と文学界で取 り沙汰される作品の売上げ部数 と比べてみ ると

驚 くべき事実が多数明らかにされるのである.

トウノレシー ダー スの 『ラーマーヤナ』は宗教書 として,民 間伝承の物語 として,ま た古典 とし

て三つ もの範嚼 に入れ られる.こ の うち古典 としての売上 げ高は容易に他 と区別 できる.『 ラーム

20ユ9 を折 り込んだ 『ラーマーヤナ及び後世に付加 された物語シヤラーカー 。プラシユナー ワリー 』

』は民間伝承文学及び宗教文学 の範G2入 る.ナ ーガ リー 。プラチヤー リニー 。サバー21と か 匕ン
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22
とい つた3,4の 出版 社から出てNる 立派な校訂の 『ラーマーヤナドウスターニー 。アカデ ミー

』はそれ ら全部の売上 げを合 わせて も年間2万5千 部に満たNで あろ う.一 方,30社 ほ どの民

間伝承文学を専門に してい る出版 社がこのrラ ーマーヤナ物語 』の 「完」 「抄」様 々な版を多数出

してい る.こ れ らの版 の売上 げ部数は それぞれ年間平均2万5千 部に達 している.こ れ らを総計 し

た数字に ヒンデ ィー語を愛好する人はだれ しも満悦す るであろ う.そ の上,こ の数字は年 々増加 し

て きて いるのである.

?3 の著 作文学的価値を認め られている大衆 文学の作品にデーヴァキー ・ナンダン 。カ トリー

『チヤン ドラカーンター 』24が ある.こ の本 の推定売上げ部数は年間一万 部である.『 ジ ヤヤ ドラ

タ.ヴ アダ 』25rク,・ クシエー トラ』气6rガ バ ン』2㌃ か マーヤニー 』2㌦ どの売 り上げはr

チ ヤン ドラ 。カー ンター 』の数倍 に も上 るが,そ れは これらの本が学校の教科書に指定 されてい る

とい う背景による.教 科書 の指定力aらはず された場合,こ れらは 『テ トラレーカー 』;?4『グナーホ

_ン 。カ_.デ_ワ 如 ゴ?rナ デ ・ 一 ・ケ ーCド ・ ヴ ・ 一 プ31rテ ・ ヤ ー グ … トル ゴ2

ほ どには売れぬだろ う.

他 方,民 間伝承詩の一つ である 『アールハー 』の武勇伝は全国 で15余 りの出版社が出 してい

るが,ど の版 の言葉 もそれぞれ他 と異な つている.52の 合 戦 のうち 「イン ドラハラナ」,す なわ

ち,「 バ ラクブカーレの合 戦の巻」33に 一番人気がある.こ の巻の各社の売上げを総計すれぱ年問

5万 部に達す る.そ のほか,若 干の巻は2万5千 部ほ ど売れる.残 りの巻はそれぞれ2万5千 部 か

ら5千 部ほど売 れている.

ヒンデ ィー語 でボケ ツ ト。ブ ックがお目見えする以前,つ'ま り今 から20年 ほど前まではどん

な小説 も年b25千 部売れれは大成功 と考え られていたのだが,今 日では,ボ ケ ツト版で1万5千 部

刷 るのは極 く晋通のこととなつてい る.6桁 の数字を誇 る作家 はグルシヤン 。ナンダ」4た だ一人

55 がい る
.こ の二人の後である.彼 に次 ぐ作家 として7万 ～7万5千 部を出せる ラージヴアンシ ユ

に 続 く作 家 を 人 気 順 に 挙 げ る な ら ば,サ ミー ル,j:)ロ ー ク ダ ル シ35ラ ー ヌー 堕 オ ー ム ・ プ ラ カー シ

s。 シ ヤノLマ36と い つた ことになろ う.2万5千 ～3万 部に迫 る作家は他czも 十指 に余るほ どい

る.

徽 学 と大衆 文学の両頒 欝 しく名声を得 ている糘 に シヴ アー二37グ ・レダ ・トヨ8チ・ ト

ル セーン39が いる.こ れらの作家の作品がボケ ツ ト版 で新 しく出れば年間2万 ～3万 部は売江 単

行本 もやは り2～3千 部は かたい.

次に政府の大量購入の図書 目録に掲載 されな くて もまた教科書に指定されな くて も売れるフ ィ

クシ 。ンの作家UZは 次の人たちがいる.一 ヴ・マ… ミトラ4°バグワテ ・一チ ヤラン ・ヴァ・・マ

_チ'二 、・マ ル ・ ヴ ァ ・・マ ー ナ6プ レ ー ム チ ャ ン ド42シ ャ ラ ・ ト儀 波 続 く グ ル ー プに 列 シ ・ ン ・

チ ヤ ン ダ 、44L,ア 。ギS一 エチ'ジ ヤ イ ネ ン ド ラチユア ム リタ45カ ム レ ー シ ユ ワ・レ46ナ ー ガ ・1-4.7ヤー ダ

ヴチ6ラ_ケ ー シ ユ16ヤ シ ー ・-IL41イ ラ ー チ ヤ ン ド ラ ・ジ ・シ41ア シ ユ ク4ユ等 銘 を1肋 て い る.

これらの作家の作品の売上げ部数は出版社の腕次第で5百 ～2千 部 とい つた ところで ある.

演 劇の分野では ノータンキー劇 と純丈学的な舞台演劇 とでは比較の対象に もな らない.ラ ーム

3



48

用には大小様 々の構成の幾十種 もの版 が出ている.北 イン ドで最高の売上げを誇 つていリー ラー・

49 の 『アールヤ 。サンギー ト。ラーマーヤナ』である .るのはヤシ晶ワン ト・シンハ 。ヴァルマー

15ル ピー もするこの 『ラーマーヤ ナ』が年間1万 部は出る.法 に触れ るよ うなことを平気 でやつ

てのけるある出版社の主人がすでに これの海賊版を出 してい る.1ル ピーで ラーマー劇を堪能 させ

515250 あ るいはアワデ ィーて くれる小冊子 も十種類 ほど出 てい る.ク マーオニー とかガルワー リー,

等 とい つた幾つ かの地方語 で出ている ラーマー劇は今数えた もの とは別 である.購 読す る人たちの

うち ラーマー劇 を実,,;t2演 じ る人は少な く,読 んで楽 しむ人のほ うが多い.

ノー タンキー劇では ビカー リー ・タークル派53の ものが ヒンディー語圏の9E東 の地方を支配

54し
て い る の に 対 し.シ ユ リー 。 ク リ シ ユ ナ 。パ ハ ル ワー ン や ナ ツ タ ー 。 ラ ー ム 。 シ ヤル マ ーoゴ

ー ル55派 は 匕 ン デ イー 語 圏 の 中 東 部 及 び ブ ラ ジ 語56地 方 で 人 気 が あ る .北 部 州(ウ ツタ ル 。プ ラ デ

5ワ
が幅 をきかせてお り,ハ リヤーナー州 では ラーシユ)の 西部 ではチヤン ドラバー トとバル ワン ト

クニ_。 チヤン ド,そ れにマー ンゲー派58の ラーガニー59が かな 號 れてい る.ヒ ンデ ・一語圏最

東部地方60で は 『ジ ヤー リム 。シン 。ナータク』,中 東部では 『パ ティバクテ ィ』,『 ムハ ッパ ッ

6261ブ
ラ ジ語圏では 『アマル 。シ ンQラ ー タール 』や 『インダルハラン』 がト。キー 。プ トリー 』,

最高の売 れ行 きを示 してお り,そ れぞれ年間1万 部は出てい る.

パ ール シー劇団63の 演劇 の時代は もはや終わつた.当 時の台本 が欲 しい人 もアーガーハシ ユラ

。カシ ミー リー64の 全作 品を手 に入れようと思 つても入 手不可能である.出 版 社が二,三 点出 した

64 の 作になる戯曲は二十
ことがあ つたが,売 れなか つたのである.ラ ーデシxヤ ーム ・バ レー リー

篇に ものぼるが。 その うち 『ヴィール 。ア ビマニ ユ』,『 シュラヴアナ 。クマール 』,『 ク リシ ユ

ナ 。アヴァタール 』65の 好調な売れ行 きに海賊出版社の運中は口から涎を流 しているわけである.

6766 チ ラン
。ジー ト,ギ ヤーンデーヴジャグデ イーシユ 。シヤル マー,ラメーシx。 メー7タ ー,

ア ・アグニホー トリー,レ ーワテ イー 。サラン 。シヤルマー68等 は今B的 問題をテー マに詩や歌を

交えず戯 曲を書いている.こ れらが上演 され る場所 も幾つかの都会に限られてい るので売上げ も限

定 されている。

戯曲に関 して一 つ興 味深 いことがある.上 に挙げた本が売 れる季節は ラームリーラー の季節 と一

致 することである.こ のような雰囲気の中で幕間劇の形で他の戯 曲 も同時に上演 されているとい う
7069 モー ハン0ラ ーケーシユ,ビ シ ユヌoジ ャグデ ィー一シx。 マー トウル,わ けなのだ.プ ラサー ド,

プ ラバーヵル71ア シsク の戯 曲は,働 教科書に指定 されているので売れ行 きがよい.実 翻 団72

は 新 しい試みを してはいるがそれが売上げに特に影響を及ほすほ どではない.そ れらよ りもよ く売

73の 作品がある
.れ るものにテーン ドウルカル

詩一 教科書に指定されているか,詩 会 で嘆 声を浴 びるような詩人の作品が売 れるのである・

以前詩会 でバ ッチヤン74ニ ー ラジ.バ ィラーギー75ヴ ィヤー ス76が 得 ていた地位 を今では カーカー

7「ア

が独 り占め してい る.Oハー トラシー

評論及び研究論文の項 目に載 るものが 匕ンデ イー語の驫版目録の中 では一番多い.図 書館がこ

れ らの本 を買い入れるので出版社は発行部数千部の内年に250部 ほ どの売れ行 きを見込んで刷る・
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残部は本の漬物 とい うわけで店や倉庫を飾り立てるのに一役かう.値 段は5年 間に半分売れれば少
78 とか
ハ 」rリ ー プラサー ド。ドな くとも原価は取 り戻せる勘定 で定められる .ナ ゲー ン ドラ博士

ウヴィヴェデ ィ先生ワ9のよ うな著名な学者の著作は再版 も出 る.

随筆は ラームチ ヤン ドラ・シSク ノレ8°の ものであれば大学の上級学年 の学生が試験勉弖塗のため

に買い求めるカ㍉ 他は ニバン ド(随 筆)の 前に ラ リツ ト(Lalit)8ユ とい う形容詞 をつけねばならな

い.そ うした上 でもなおかつ この種の ものを売 り込むにはいろNう と頭 を痛めねばな らぬ.

SubjactBQoks教 科 図書な どと呼ばれている文学以外の図書,す なわち,経 済学,地 理学,歴

史学,化 学,物 理学,農 学,植 物学,社 会学等 の図書は今か ら十年前 までは無 きに等 しか つたが,

今 日では州立サー ヒトヤ 。アカデミー82の 後援のもとで学部以上 のレベノLのものが相当数出版 され

てい る.そ の中で新 し く書かれた ものは少ないが,ヒ ンデ ィー語 では限られたもの しか手に入らな

い とい う非難を免 れしめるには十分なほどになつて きている.

83宗
教 や哲学,精 神生活に関す るものでは ラーマーヤナを凌 ぐものにバガ ヴァツド。ギーター

がある.ヴ エー ダーンタ哲学やバ クテ ィ道84に 関する伝統 的な作 品がそれに次 ぐ.こ の分野の問題

a85や ヌ ワー ミー 。ラームテ ィール トを扱 つた近代 の著 作者の中 ではこれまでヴ ィヴ エーカーナンタ

8〔あ 名が高か
つたが,現 在は アーチヤー リヤ ・ラジニーシ8iの 著作が大変な勢いを保 つている.

それ らは今や売上げの面で大衆小説 と競い合 うまでになつてい る.つ まリボケ ツト。ブ ツクで2万

5千 ～3万 部,単 行本 で2～3千 部の売行 きである.単 行本 で30～40ル ビー もするもので もラ

ジニーシ ユの信者達は競 って買い求め るのである.

芸術性の高い文学,大 衆文学及び 民間伝承文学の年間売上 げに関連 して上に数字をあげて きた

が,こ れ(2つ い てはつきりさせておかねぱならぬ ことがある.す なわち純 文学の著作の購読 部数は

向 う数年の内Gz25～30%減 少 す る.そ の中 には時間の隔た りの影響がは つき り現われる もの も

出て くるが,大 衆小説の ものはこれか ら先数年の内に半分か ら四分 の一に徐 々に減 つて行 き,つN

　Zは 無 き42し くなる.民 間伝承文学 に入れられるものの売上げには何 ら時代の影響は見られない.

上 に述べた三 通 りの読者層 の読書態度,言 いかえれば書物に対す る心 の持 ち方 を調べてみると

民間伝承文学の愛読者は書物 を尊崇の対象 と考えていることがわかる.『 アールハー 』はただ黙読

するだけのものではな く読唱すべ きものであ り,読 唱後は大切に包み切れに しまつてた くべきもの

なのだ.大 衆小説の読者は読んで楽 しんだ後は書物をまるで使い捨 てG2す る木の葉 の器のよ うに考

えてい る.ま た演壇に立 って 匕ンデ イー語図書普及度の低 さを憂慮する文学愛好家 や作家 は,書 物

は購入する ものではな く,む しろ贈物と して頂戴する ものだと信 じている.従 つて ヒンディー語 図

書の普及に関す る問題で検討の対象になる 「図書」 とはいつ も高級な読者のお気に召す ものと決 ま

つているわけである.(1976年7月)

薩D来 印は訳註,他 は原註.

1来t6Akbar‐13irbalVin。dasム ガ ル朝のアクバル王 とその廷臣で詩人の ビールバルとの対

話形式をとる頓智話集.ビ ールバルが頓智 でア クバル王 をや りこめる話と考えれば よい・
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2謡 ・r2世 紀北 イン ドに現われたとされる英雄書アールハー とウーダルは兄弟でア

ールハーが兄である.こ の二人の武勇伝は最初バー ト(吟 遊詩人)の ジヤグニクによつて語 られた

が,こ れを基に して北部及び東部イン ドの多 くの詩人 たちがそれぞれ各地の方言で二人 の活躍 を極

端 なほど勇壮な調子で独特の韻律で うたいあげて きた.そ の韻律は後 にな つてアールハー調の名で

呼ばれるようになつた.ア ーノLバーとウーダルは自らは王家 の出 ではなかつたが二人を味方につけ

た王 は有利 にな るのであつた.当 時の小 さな王国間 の戦いの原因 も甚だ奇異 なことばか りで あつた.

例えばある祭礼でまず始めに沐浴す る権限はある家系の ものなのにだれが先に沐浴 した とか.こ の

よ うに して彼等の敵対心は代 々受け継がれていつた.ア ールハーG2関 しては全部 で52度 の戦いが

描かれている.ジ ャグニクの著 した原本 は今 日手に入 らないが,彼 が生み出 した人物アールハーは

ヒンディー語圏の農村 では到 るところで崇め られている.農 村では灌漑の仕事から解放 される雨季

!2農 民が一座を組んで歌 う.こ の物語は史実性に乏 しく虚構性に富む ものであ る.

3s競 跏 ξ5と い う美女 とSa蕊wijと い う名の若者の 恋物語に基づいた民間伝承 の詩.

4ζ`Tota‐Nls.inaasの 中 では女 性に対する男性の不aを 扱 った話が雌のマイナー(九 官鳥

)の 口から語 られ,男 性に対す る女 性の不 貞を扱つた話がr一 ター(雄 の鶸鵡)の 口か ら語 られる・

原作は ウル ドウー語で書か れているが百年程前に ランギー 。プールが ヒンデ ィー語に翻訳 している.

5NanadiBha幻aユy冠 東部の女性の間で歌われている愛別 の歌.

6美 女Sorathiと 若者Brajabarの 恋 を歌 つた詩.

7来``Si痂 ・anB・ ‐asnisi(狛奪子座32話 集)(ユ80⊥ 年)ヒ ンディー散文の発達に重要

な役割を果 た したアー グラー出身のLallulalの 筆 になる説話集.サ ンスク リツ トのSi独a-

sanadva七r洫shi}邑 為、の散文に よる翻案であるが,今 日。 これは多数 のβ叛 社か ら発行 されている・

8来AknilBhartiyaHindiPrakashanSaner(全 イ ン ドtン デ ィー出版社連盟)の プーナ大会

毎年一回 イン ド全国の出版業者が会合 をもち,出 版事業の諸問題に関 して意 見の交換,及 び出版

物 の展示を行な う.

9マ ハー ラーシ ユ トラ州の プーナ市の出版 社主.

10来(ヒ ンデ ィー映画)イ ン ド人の娯楽の筆頭にあげ られるのが映画鑑 賞である.ヒ ンデ ィー

を含む イン ドの年間映画製作本数は,ア メリカに次いで世界第2位 である・座席は全部指 定制で,

通 常一 日4回 一本立ての上映 である.ま た ヒンデ ィー(ヒ ン ドヌターニー)流 行歌はすべて ヌク リ

ーンで歌われた ものであ る.

11来VishvaHindiSamm21an1975年1月10日 ～14日 迄 の5日 間,マ ハーラーシz

一 トラ州の ナーグプル市にて開催 ,世 界各国から代表(ヒ ンデ ィー語 。文学研究者)及 び国内の作

家,ジ ヤーナ リxト,思 想家,ヒ ンディー普及 推進活動家 らが一堂に会 した史上初の 匕ンデ ィー語

の国際大会.ヒ ンディー語 の現状 育成,将 来 の展望及び 匕ンデ ィー語の国際性に関 して活 発な意

見の交換が行なわれた。 また。 ヒンディー語普及に一一役 かつてい る書籍,タ イプ ライ ター等 の展示

物(零 き場 も同時に設け られた・

/12来R
amayanaマ ハ ーバ ラタと並ぶサンスクリツト語の大叙事詩に基づ きながらもプーマ信仰

'
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の立場 から神格化 された プーマの行蹟をアワデ ィー語で歌いあげた トウルシー ダースTL:1sicias(1

532-1623)の 叙事詩66蕗mcari七Ma.nasも 、.

13来HanumanCalisat_将 士 ハ ヌマーン40頌)Tuleidasの 作 と伝え られる詩集であるが

彼の ものとは確認 されていない.

14来 ボ ージ プリー語の民謡.ボ ージプ リー語は ビハ ール州の西部か らq耳(北 部州)東 部に か

けて話 され る言語.ブ イジー,モ ー リシ ャヌ,ガ ヤナ(旧 英 領ギアナ),ス リーナーム等の国々の

イン ド系住民は,ビ ハ ール州西蔀からli.耳東 部のボージプ リー藷やアワデ イー(r'.wa(洫i)語 地 域の

出身者 やそ の子孫が多い.

15Nautanki農 民 の間に伝 わる芝居の一種.信 仰,恋 愛,武 勇を扱 うこの劇は農村におい

て今 日で も晴天の続 く季節に屋外で演 じられている.高N舞 台に幕を引 き,ア マやプロの役者が ノ

mン キー劇を演 じる.大 きな声で語 られる台 詞はマイクの助け を借 りず して数千人の聴衆に問こ

える.楽 器は主に ドールやナガー ラー等の太鼓であ る.台 詞は散文体は少な ぐ韻丈体 が多い.名 の

通 つた劇団に よるノータンキー劇 となると20マ イル もの道 をは るはる歩いて見物 にやつて来る人

もInる.女 役 も男性が女性に扮 してやる.映 画のs1L及に 伴 つて今 日ノー タンキー劇はすたれ る一方

である.
_ガ テ'イヤ

16宗 教界 の用語や一 般民衆のことばで,「 ワールティクrVartik)」 とは散文 と同義に使わ

れる.

17来``Hir・Rajha、 、 バ ンジャーブの大地を背景に 匕一ル とラーンジヤーとの愛を切々とうた

いあげパ ンジャーブの人 々の生活に潤い と安 らぎを 与えてきた悲恋物語歌謡に題材をとつたもの.

18来caKissaHatimTai}'(免issaHatimTai)寛 仁 大度な アラビアの伝説上 の王 で詩人のハ

ーテ イムにまつわる物語集 .あ る王子のために求婚に課せ られた7つ の難問を苦難の後解決 してや

り見事結婚 させ るとい う伝Q的 な物語.HaidarBakhshHaiclariが ペ ノレシア語か ら翻訳L,Fort

WilliamOOnegeか ら1802年 に刊行 されたEaAraイish瓦 坤afilb≧ に基づ く.今 日iデ ー ヴァナ

ガ リーで刊行 されてい るものはその抄 で,言 葉 もかな り改 められてい る.

19RamashalakaPrashn忌va亘 一H。rest。peつ ま り誕生時の星位 図を使わないで夫来 を予 見

す る幾多の方法が占いの本に団てい るが,「 プラシユナ(Prashna)」 は その中の一つ である.「 ラ

ームシ ヤラーカー 。プ ラシユナーワ リ_iは それを墓本に して書かれた もの であ り,ト ウノしシーダ

ースが書いた という説 もある .こ の占いを信ずる人は 自己の運勢に関す る疑問の回答をこの表から

得 ることが出来 る.こ れはたて ・よ こ各15マ ヌ目にデー ヴァナーガ リー文字で書 かれた1音 節な

い し2音 節の文字表であ る.任 意のマス目を細い俸でお さえ,次 にそれから数えて9マ ヌ目の文字

を書 き出す.さ らに9マ ヌ目ごとの文字を書 き出 し,最 初俸でお さえたとこまで戻 る.書 きβ{した

文字は四行詩の二行を成す.そ れがその人の運勢に関す る回答 である.マ ス目のどこか ら始めて も

九種の回答 のいずれ かになつてい る.

20ト ウルシーダー7の 『ラーマヤナ』(ラ ーマチ ヤリト。マーナ ヌ=ラ ー マ行状記)の 原本

にな く,後 世の詩人達によつて付加 された物語 をさす.第8章 は全部後世 の付加 である.ア 匕ラー
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ヴ ァ ナ の 殺 害,ス ロ チ ヤ ナ ー の 殉 死 等 の 話 は ヴ ァー ル ミー キ の サ ン ス ク リ ッ ト語 のrラ ー マ ー ヤ ナ

』や そ の 他 の 『 ラ ー マ ー ヤ ナ 』に は あ る が,ト ウル シ ー ダー ス の 『 ラ ー マ ー ヤ ナ 』に は 本 来 な い も

の で 後 世 に 付 加 さ れ た も の で あ る.

21来NagariPra(;ariniSabha,(ナ ー ガ リー 文 字 普 及 協 会)ヒ ン デ ィ ー 語 の公 的 使 用 の 地 位

向 上 の た め1893年 ペ ナ レ ヌ に 設 立 され た.ヒ ン デ ィー 語 の 普 及,ヒ ン デ ィー 文 献 の 蒐 集,文 学

活動 、 出 版 活 動,研 究 活 動 な ど の 振 興 に 大 き な 足 跡 を 残 し て きて い る.今 日 も この 協 会 か ら ヒ ン デ

ィー 語 辞 典,文 法 書 を 始 め 数 多 くの ヒ ン デ ィ ー 語 に よ る 学 術 図 書 が 刊 行 さ れ て い る.

22来HindustaniAcadamy1927年12ア ラ ー ハ ー バ ー ドに 設 立.文 学 書 。学 術 書 の 刊 行 や

図 書 館 の 運 営 な ど の 活 動 を し て い る,

23米DevakinandanKhatri11861-1913)前 世 紀 末 か ら 今 世 紀 初 頭 に か け て 活 躍 した 有 名 な

ヒン デ ィ ー 小 説 家.冒 険 。怪 奇 的 な 傾 向 の 作 品 を 著 わ す.``Candrak翫 奄?``Candraka.ntaSan七atia

``Bh
utnath、 、 な ど の 作 品 が あ る.

24米``Candrakanta、 、(1891年)Nauga塵 藩 王 国 の 王 子 ヴ ィー レ ン ドラ 。シ ン とVi

jayagarh藩 王 国 の 王 女Candra痂 畜 と の 恋 物 語 が 数 々 の 権 謀 術 策 に よ り流 血 を み ず して 両 藩 王

国 間 に 釉 解 を 生 む 過 程 の 中 で 見事 に 語 ら れ てhる.

25米csTayad・a七h・U,・dh・asマ イ テ ィ リー シ ヤ ラ ン ・ グ プ タ(Maithili・haranGupta)の

著 作 に な る詩 集(1910年),サ ン ヌ ク リ ツ ト大 叙 事 詩 「マ ハ ー バ ラ タ」 に 題 材 を と つた もの で

ア ル ジ ユ ナ王 子 が 出 陣 中,ク リシ ユ ナ の 命 令 に よ り矢 を 放 ち ジ ヤ ヤ ド ラ タ を 殺 害 し命 拾 い す る とい

う古 代 の 物 語 に 流 麗 な カ リー ボ リー 語(ヒ ン デ ィー)で 新 しい 生 命 を 吹 込 ん だ 作 品.

26*・``]㎞n・ksatraas(1946年)民 族 主 義 者,詩 人 デ イ ン カ ル ピDi血ar)(1908

-1974)の 代 表 作 .大 叙 事 詩 「マ ハ ー バ ー ラ タ」 に 題 材 を 求 め 反 戦 を 訴 え た 詩 集.

27来ccGaban、 、(私 消 の 金)q930年)プ レー ム チ ヤ ン ドの 代 表 作 の 一 つ.中 産 階 級 の

都 市 生 活 者 の 家 庭 内 の 問 題 を テ ー マ に した 中 篇 小 説.

28来``Ka,mayanias(1935年)プ ラ サ ー ドの代 表 作.原 人 マ ヌ(人 間 の 祖 先)を 主 人 公 と す

る 叙 事 詩 集.

29来"Gi七ralskhaas(1934年)バ グ ワテ イ ー チ ヤ ラ ン ・ヴ ァル マ ー の 初 期 の代 表 作 の

一 つ .舞 姫 チ ト ウ ラ レ ー カ ー を 主 人 公 と す る 小yrR%!..映画 化 さ れ た こ と もあ る.

30*・``GunahonKaDsvataas(1949年)匕 ン デ イ ー 語 の 総 合 週 刊 誌 「ダル マ 。ユ グ」

の 現 在 の 編 集 長 で あ る ⊃ha:rmvirBharati(192m)の 作 品.CandarとSud㎞ の プ ラ トニ

ツ ク な 恋 を 感 傷 的 な 筆 致 で 描 き上 げ た 長 篇 小 説.映 画 化 さ れ た.

32来``TyagFatras(1937年)ジ ヤ イ ネ ン ドラ 。 ク マ ー ル の 初 期 の 作 品 ・ 我 々 の 人 生 は

謎 に 包 ・まれ て い る.主 人 公Mrinalの 人 生 もま た しか り 。

31*・`6NaδKeDvipu(1951年)ア ツギ エー エ の 二 作 目の 小 説.結 婚 問 題,愛,セ ッ

ク ヌ を 主 霧 に してお 吻 で ⊃.H.ロ ー レ ン ヌ の 「チ ヤ タ レー 夫 人 の 恋 人 」 の 影 響 を 強 く受 け て い る

と思 わ れ る 作 品 で あ る.
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33ア ー ルハ ー(Alha)に 関 する52の 合 戦の中で最 も緊迫感を覚え る叙述が この巻に 見られ

る.イ ンダルとい う娘 がある王に誘拐 されたことが この戦いの発端 となつてい る.

34GuユshanNandaイ ン ドで最 も人気のある小説家.純 文学の中には全 く数え られないが

小説は最高50万 部の記録 を うちたてている.彼 の小y-;.,rは芸 術的に熟 していないが筋の展開が読む

人の心をひ きつけて離 さない.文 学 の深遠な域 に到達 し得 ない一般民衆はナンダーの小説を待 ち望

んでNる.元hウ ル ドウーの作家であるが先ず 匕ンデ イー版が出てそれか らウル ドウー版 とい うこ

とになる.従 つて一 般民衆は彼を ヒンデ ィーの作家だと思 つてい る,十 指に余る小説が映画化 されて

お りその中で『ダー グ』,『 カージヤル 』,『 ナヤー ・ザ マーナー 』は かな り当たつた.

35Ra,jvansh),(Sa.mir),(Lokdarshi),(Ranu)こ の四人はグルシ ャン。ナンダーの

系統 をひ く一般大衆に人気のある小説家である.本 名は一般の人 々には分 からない.彼 らの小説は

言葉 よ りも筋の展開に重 きが置かれている.

360:rPruka,shSharma代 表 的な推理作家 。ヌ1丿ラー作家の一人.他 の作家の スリラーが

英語 のそれを種に しているのに対 し彼の小説の舞台はイン ドである.社 会小説もい くつか書いてい

るのだが推理作家 としてのほ うが知 られている.

37Shivani女 流 作家 でその小説は ウル ドウー文学の中に入る もの と見な されている.

38Gui_..dtittイ ン ド文化 を小説に盛 り込んだ功績は グルダ ツトにあ る.作 品には50篇 以

上の小説10篇 の随筆集がある.ヒ ン トウー教至上主義者達の間では秀れた小説家とされるが,

左 翼系 の人たちは文学者の うちに数 えていない.

39来Ca加rsensl-_astri(」891-1960)極 め て多作 であ り50篇 余 りの小読,虫

百篇以上に ものぼる短 篇を残 してhる.

40primaユiviitra民 衆 の間で もまた純交学の領域 で も等 しく人気 のあるベ ンガル語の小説

家.

41米Bhag磁 七icaranVarma(1903-),Agyey(1911-),JainendraKUmar

(1903-)・Yashpal(1903-),エ ユ_a,candraJos菰(1902-),Ugi3nrAra.nath

Ashk(1910-)現 代 匕ンデ イー文学界を代表する作家(旧 世代 の作家 グループに入 る)

42来Fr2[7i3and(1880-1936)ヒ ンデ ィー語の現代小説は プV一 ムナ ヤン ドに よ

つて幕 あけを告 げ,彼 の最高傑作``Go(癒nも'(牛 供養)は 画期的な作品 となつた.

43米SharatCandraσa弉oP恩 ・洫露y(1876-1938)ベ ンガ リー語の作家.社 会で虐

げられた人 々の姿を愛情を もつて ヴイヴ イツドに描 き読者の共感を得た.彼 の作品はすべて 匕ンデ

イー語に訳 され,あ るJ版 社の ボケ ツ ト。ブ ックヌでは オ リジナノしの ヒンデ ィー小説家を凌 ぐ作品

数 を出版 している.

44米KrishanCandar(19ユm)ウ ル ドウ ー・LtRRの代 表的な小説家.短 篇は2百 以上 に

のぼ り,ヒ ンデ ィー語訳 も単行本,ボ ケ ツト。プ ツクで醸ている.

45、来AmritaP.ritamqgI9-)パ ン ジャ_ピ ー語の女流詩人,小 説家.彼 女 の小説

もすべて ヒンデ ィー語訳が出版 されている.・
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46来Nirma,ユVarma(1929-),Kamisshva.r(1928-),Rajends.Yaday(19

2m)}M。han薙ke8h(1925-1973)現 代 ヒ ン デ ィー 文 学 界 を 代 表 す る作 家(新

世 代 の 作 家 の グ ル ー プ に 入 る)

47来AitsrLtlalNagyr(191m)ヒ ン デ ィ ー の 小 説 家.地 方 を 舞 台 に した 社 会 小 説 を 書

い て い る.

48来Ram1.ila既 出 『 ラ ー マ ー ヤ ナ 』に 基 づ き プ ー マ の 生 涯 を 芝 居 に した も の,ダ シ ヤ ラー 祭

の 際 な ど秋 に ヒ ン デ ィ ー 語 圏 で 地 域 社 会 の 行 事 と して 素 人 た ち に よ つ て 演 じ ら れ る.ま た 商 業 劇 団

に よ つ て 演 じ ら れ る こ と もあ る.

49Yashwan七SinhVarma,い わ ゆ る 文 芸 的 な 劇 作 家 の 中 に は 数 え られ な い.し か し ノー タ

ン キ ー-1と 近 代 演 劇 の 中 間 を 行 く もの と して そ の 戯 曲 は 今 日 も売 れ て い る.読 ま れ る ば か りで 舞 台

化 さ れ る こ とは な い.故 人.

50*漁 酒Ori中 部 パ ハ ー リー 語 に 属 す る 地 方 語.北 部 州 の 北 部 す な わ ち,ア ル モ ー ラ ー,

ナ イ ニ ー一タ ー ル な ど ネ バ ー ル 西 端 に 接 す る ヒ マ ラ ヤ 山 丘 地 方 で 話 さ れ る.

51来Garhwali中 部 パ ハ ー リー 語 に 属 す る 地 方 語.ク マ オ ニRR地 域 の 西 部 で 話 さ れ る.

52来 鋤adhぼ 鹽東 部 ヒ ン デ ィ ー 語 に 属 す る 地 方 語.ラ ク ナ ウ,カ ン プー ル,ア ラバ バ ー ドな ど

を 含 む 地 域 で 話 さ れ る.

53Bhik露 εZ"ra,uurボ ー ジ プ リ ー地 域 で 最 も人 気 の あ つた ノー ク ン キ ー 劇 団 の 主 宰 者 。

演 出 家 で あ つ た が 数 年 前 亡 くな つ た.

54ShrikrishnaPahalv融 カ ー ン プー ル 周 辺 の 農 村 の住 民 の 間 で 評 判 の あ っ た ノ ー タ ン キ

ー 劇 を 主 宰 し
,自 作 の ノ ー タ ン キ ー の 脚 本 の 出 版 者 で も あ つた.

55VatthaRamSharmaGaurカ ー ン プ ー ル よ り西 方 に あ る ア ー グ ラ ー,ハ ー トラ ス方 面

で 名 高 い ノ ー タ ン キ ー 劇 団 の 主 宰 者 で あ つ た.

56米BrajBhasha西 部 ヒ ン デ ィー 語 に 属 す る 地 方 語.ア ー グ ラ ー,マ ト ウ ラー を 中 心 とす

る 地 方 で 話 さ れ る.

57Candrabhat,Ba!want両 者 は メ ー ラ ッ ト周 辺 の ノ ー タ ン キ ー 劇 の 主 宰 者.

58Lakhnicand,癒nge二 人 と も 故 人.ハ リヤ ー ナ ー 地 方 で は ノ ー タ ン キ ー1の 作 者 と し

て 今 日 な お 記 憶 さ れ て い る.

59ノ ー タ ン キ ー 劇 で 歌 わ れ る 歌 謡 を こ の 地 の こ と ば で ラ ー ガ ニ ー一(Ra,gani)と 呼 ん で い る.

60ベ ナ ー レ ス 以 東 の ウ ツ タ ル 。 プ ラ デ ー シ ユ及 び ビ ハ ー ル の ボ シ プ リー 語 地 域 を さす.

61s`Patibhaktia°,``跏habba七KiPtztliasシ 詠 リー 。ク リシsナ 。パ ハ ル ワ ー ン作

の 有 名 な ノ ー タ ン キ ー 劇.

62``AmarSinhRathauras,``エndarharanasナ ッ タ ラ_ム 。シ ャル マ ー 。ガ ゥル 作 の 有

名 な ノ ー タ ン キ ー 劇.

63来ParsiTh::atricaユC・n堕any18世 紀 末 よtン ベ イ を 中 心 に 西 洋 演 劇 の 影 響 下 に イ

ン ド人 に よ る演 劇 活 動 が 興 りつ つ あ つ た が,19世 紀 半 ば 頃 よ リバ ー ル シ ー(拝 火 教 徒)に よ る 商
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業 劇 団 が 誕 生 す る よ うに な つ た.こ れ らは 北 イ ン ド 匕ン デ イー 語 地 域 に ま で 進 昂 し.主 に ウ ル ド ウ

ー 語 を 用 い て通 俗 的 な 芝 居 を 演 じ た .ま た こ れ ら は ヒ ン デ ィ ー 語 に よ る 同 種 の 演 劇 を 生 み 出 した.

64RadnashyamBareユi近 代 の 舞 台 演 劇 と伝 統 的 な 演 劇 と の 中 間 を い く演 劇 法 と し て 今

か ら 半 世 紀 前 パ ー ル シLz'団 が 大 掛 か りな 劇 を 舞 台 化 した.そ の 時 初 め て 女 の 役 は 女 性 が 演 じた.

こ れ は トー キ ー が 普 及 す る以 前 都 会 で 非 常 に 人 気 を 博 した.Barali市 出 身 の 講 談 師 ラ ー デ シ ユ ヤ

ー ム が 著 し た 戯 曲 が そ れ ら(2よ つ て 舞 台 化 さ れ た の で あ つ た
.AgahashrKa.shmiri,1)ilLakhnavi

等 数 多 くの 劇 作 家 の 協 力 も得 て い た.

65Vi「Abhima発ru,Shrav鱒akumar,Krisb{laAvatarラ ー デ シ ユ ヤ ー ム の作 に な る

有 名 な 戯 曲.

66RameshMehtaは 現代 の 問題 を テ ー マ12戯 曲 を 書 き 自 ら も演 じ て い るが,純 文 学 の 中 に は

数 え ら れ な い.デ リー で 上 演 さ れ た 劇 は か な り人 気 を 博 した.パ ー ル シ ー 劇 団 の もの よ り も水 準 の

高 い もの で あ る が 文 学 的 な 舞 台 芸 術 の レベ ル の もの よ り 多 少 劣 る.

67Tagdrshsharma現 代 舞 台 演 劇 と ノ ー タ ン キ ー 劇 の 中 間 を い く劇 作 家.

68Cira,nji七,Ravat?saranSharma,.GyandevAg・1ihOtri三 入 と も放 送 一〕作 家 。 ス テ ー ジ

で も彼 ら の 作 品 が 上 演 さ れ る こ と が あ る.

69来 」ayashan㎞rPra§ad(1890-i938)チ ヤ ー ヤ ー一ワー ドの 代 表 的 な 詩 人 の 一 入 。

ま た 歴 史 上 の 人 物 を 主 人 公 に し た 多 くの 史 劇 を 書 い て い る.前 述 の68感 頑 アa訂as及 び``Skandgupta恥

``σ
andragup七a論 は デ リー 大 学 を は じめ 諸 大 学 の ヒ ン テ で一 文 学 科 の 教 科 書 に 指 定 さ れ て い る.

70米 あ 一dishσandraIvlathur(1917-)ヒ ン デ ィー一語 の 劇 作 家.fillIndiaRadi。

ぐイ ン ド国 営 放 送)に 輩 瓶 演 出 家.サ ンギ ー ト ごナ ー タ ク 。ア カ デ ミ ー(音 楽 舞 踊 ア カ デ ミー)

会 員.特 に 一 幕 劇,放 送 劇 を 手 が け て い る.

7⊥来Vl.5'li1.ZPrabhakar(1912-)匕 ン デ イー 語 の 劇 作 家,小 説 家.数 多 ぐの 一 幕 劇

短 篇 小 説 を 書い て い る.

72こ こ で い う実 験 主 義 派(Praγog(洫armi)は 財 政 的 な 困 難 に もめ げ ず に 演 劇 の 分 野 で 新 しい

実験 を 試 み る 意 欲 に 燃 え て い る い くつ か の 劇 団.

1
73Ten愈 ・ユkarマ ラ テ イr-.‐naの有 名 な 劇 作 家 ・演 出 家.そ の 作 品 は ヒ ン デ ィ ー 語 に 翻 訳 。

出 版 さ れ上 演 さ れ て い る."K'ramnshAdsユatJerih.Aiisは 随 分 評 判 に な つ た.伝 統 的 な 様 式 を 脱

して 上 演 さ れ た もの は 教 育 あ る 人 達 に 評 判 が よ か つ た.

74*-Baccan(1907-)ヒ ン デ ィー 語 の 詩 人.

75正 確 に はBaユKa.viBairagi民 族 主 義 的 な 詩 を 朗 唱 し 詩 会 で 名 を あ げ た が,現 在 別 の分 野

に 進 出.

76copalPrasadVyas諧 ぎ や くの 詩 人 で デ リー 地 区 の ヒ ン デ ィー 文 学 協 議 会 の 役 員 で あ

る.

77KakaHathrasi諧 ぎ や く詩 人 と して 最 も人 気 が あ る.こ れ ま で に10冊 の 詩 集 が 刊 行

さ れ 詩 会 で も名 声 を 博 して き て い る.し か し純 文 学 で は もの の 数 に 入 れ ら れ な い.
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78・来Nag3ndra博 士(1915-)現 在 デ リー大学 ヒンデ ィー文学科教授,評 論家.10

数 冊の評論集を出版.``VicaraurA:nubhutibも"Kavyashastr颪 跏面血颪asな どの著作が ある場

79来Ha蕗 五PrasadDwivad.i(1907-)元 サー ヒ トヤ 。アカデ ミー会員.元 全イン ド

ヒンデ イー文学協会会長.彼 の著作分野は随筆 評論 小説 宗教,歴 史など多方面にわたつてお

り20余 りの薯作が ある.代 表作に``Bana,bhattakiAtmaka七haas(バ ー ナバ ツタの自伝).6f

HindiSahitya莊Bh面i颪 、、(ヒンデ ィー文学序 説)一 文学史.``AshokkePhutas(無 憂華)

一 随筆集があげ られる.な お評論集``Ash・k‐Pary、 、 にて1974年 度 サー ヒトヤ ・アカデミ

ー文学賞受賞 .

80来RamcandraShuk1(1884-1940)匕 ンデ イー文学史家 として画期的な業績 をあ

げた.ま た随筆,評 論の分野 で も数多 くの作品がある.

81一 般 に随筆は退屈な文学 ジャンル と考えられているので ラ リツト。ニバン ド(Laユit

Nibandh)と 名付 けて内容は真面 目な ものであつても興をそそる随筆でもあるような感 じを読者に

抱かせるとい う仕かけである.

82ヒ ンデ ィー語で大学程度 の書物が刊行されていなかつた分野について著述 。刊行の推進の

ために イン ド政府は ヒンディー語圏のすべての州に対 して巨額 の資金 を調達 した.そ の資金でR立

された各州の出版振興組織が ここでい うSahi七yaAkademiで あ る.

83来``BhagavadGi'七aas古 代 イン ドのサンスクリット大叙事詩 「マハーバ ラタ」(全18巻)

の6巻 に折 りこまれた挿話であるが独立 した形 で 「ウパニシヤツ ド」,「 ブラフマ 。スー トラ」 と

纛轍 讐 森 鰲糠 豊鞭 と囃縲篇鸞 え轡
84来Bhaktiと は ヒン ドウー教において信愛 とか帰依 とか訳 される言葉であるカ㍉ 熱烈な信仰

心を神に捧 げ恩ち ようf2あ ずかることにより解脱が得 られるとす る・

85*V…ka.nand・(1863-1902)カ ・・カ ・娼 身の思想家 ・宗教家 ・世界 の宗教

は一つ と説 く師の ラーマクリシユナの教えを受継いで宗教団体 ラーマク リシユナ 。ミツシ ヨンを設

立.現 在この団体はイン ド国内,海 外に多 くの支部を持 ち宗教 活動 とともに慈善事業を行なつてN

る.

86来SwamiRamti・ 七h(1873-1906)本 名Ramti.・ 七h,パ ンジ ヤー ブ出身・大学 で数学

を専攻するが早 くからインド及 び西洋の哲学書に親 しむ.1900年 に 出家.ア メ リカ422年 滞在

し,1904年 帰国.ス ワー ミー 。ヴ ィヴエーカーナンダの影響 も受け る.社 会改革,民 族運動に

影響を及ぼ した.

87AcaryaRajanish現 代 イン ドの独創的な思想家 であ る.政 治や宗教,あ るいは現代の諸

科学などあらゆる問題 をテーマに講演を行な つている.50冊 以 上の講演集があ る・ブーナにアー

シxラ ム(道 場)が あり,新 しい遁世の道を教 えている.い くつかの都市で信奉者達 が修練 キヤン

プを設けてや さしいヨーガの教えを手引 きしている.昨 今,一..ShriRajnishの 名 で親 しま

れている.(糟 谷 博 子 訳)筆 者紹介 →P.60
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(P.12の 続 き)

筆 者 紹 介

Day届1andVarma,1930年 ム ル タ ー ン(現 パ キ ス タ ン領)に 生 ま れ る.家 は 代 々,同 市 で

書 店 を 経 営.1947年 イ ン ド 。パ キ ス タ ン分 離 に 伴 い デ リーGZ移 る.デ リーZ2移 住 後 も家 業 に 従

う 。 読 書 は 物 語 。推 理 小 説 か ら始 ま つ た が,心 理 学 。哲 学 書 に 親 しむ よ うに な る.1955年 頃 よ

り もの を 書 き 始 め る.1962年 に 最 初 の 随 筆 集 を 出 す.現 在,書 店 。出 版 社 魚 煽abiFas七ak

Bhandar,S七arPublican・nsな どの 経 営 の か た わ ら,月 刊 誌66PratiashitR7an"の 編 集 発 行 人.

全 イ ン ド ヒ ン デ イー 出 版 社 協 会 の 副 会 長.著 作 は 小 説``ZindabadVlurdabad'》,随66t':a,orClilt

k。TinR。,,詩"H。 鵬S…urW・h∵`癒a・ikS・p・ ・ユ慮 ㌔ ・励 性 心 理 学 関 係 のt6Yaun

Vyavaha.rAnushiユarLが あ る.
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